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厚生労働科学研究費補助金（がん対策推進総合研究事業） 
（分担研究報告書） 

 

全国がん登録の利活用に向けた学会研究体制の整備とその試行、臨床データベースに基づく 

臨床研究の推進、及び国民への研究情報提供の在り方に関する研究 
 

研究分担者 小林宏寿・帝京大学医学部附属溝口病院外科・教授 

 

 

 

 

 

 
Ａ．研究目的 
 大腸癌研究会が行っている大腸癌全国登録
における現状の問題点を把握するとともに，
臨床研究の推進，並びに国民への情報提供に
資するデータベースの構築に向け，改善のた
めの方策を明らかとする．まず，初年度とし
て，大腸癌全国登録における現況を把握する
とともに，問題点を抽出することを目的とし
た． 
 
Ｂ．研究方法 
1）大腸癌全国登録の実施概要 
2）登録先機関・項目数・経費 
3）特異な目的を意図した研究事業の有無 
4）登録事業の規定，運営，組織，責任，評価
などの体制整備 
5）臨床データベースの利活用 
6）国民へ向けた研究情報の説明 
上記 1）～5）について，現況を把握すると共
に問題点の抽出を行った． 
（倫理面への配慮） 
 現行の大腸癌登録データは連結不可能匿名
化情報である。 
 
Ｃ．研究結果             
1）大腸癌全国登録の実施概要 
 1974 年症例より，毎年大腸癌研究会参加施
設における治療例に関してデータを収集して
いる．大腸癌手術症例の約 6～7％程度をカバ
ーしていると考えられる． 
2）登録先機関・項目数・経費 
 大腸癌研究会の常設委員会である，大腸癌
全国登録委員会にて登録業務を行っている．
最新の大腸癌取扱い規約第 9 版においては約
200 項目を収集する．経費は大腸癌研究会か
らの研究費年間 50 万円で運営されている． 
3）特異な目的を意図した研究事業の有無 
 短期的な前向き観察研究として治療法の比

較等は行っていない． 
4）登録事業の規定，運営，組織，責任，評価
などの体制整備 
 全国大腸癌登録事業実施要綱が定められて
おり，大腸癌研究会において運営されている
．大腸癌全国登録委員会が登録事業の実務を
担当している．事業内容は大腸癌研究会の世
話人会ならびに施設代表者会議にて発表され
るとともに評価を受ける． 
5）臨床データベースの利活用 
 臨床データベースは大腸癌取扱い規約なら
びに大腸癌治療ガイドラインの改訂に用いら
れていた．また，大腸癌全国登録参加施設に
おける臨床研究にも用いられていた． 
6）国民へ向けた研究情報の説明 
 大腸癌全国登録に関しては，これまで報告
書を毎年発刊するとともに国会図書館にも
寄贈していた．ただし，2007 年の報告書よ
り大腸癌研究会ホームページにおける web
閲覧のみとなった．ホームページに掲載され
ている大腸癌全国登録報告書は一般の国民
も閲覧可能となっている． 
 
Ｄ．考察               
 がん登録には情報粒度と悉皆性の双方が求
められる．現行の大腸癌研究会が行っている
大腸癌全国登録においては，十分な情報粒度
を保っているものの，悉皆性が低いことが浮
き彫りとなった． 
 悉皆性を高めるためには，登録する医師も
しくは施設に対するインセンティブが必要と
なる．一般的には専門医や認定施設などのイ
ンセンティブが考えられるが，大腸癌研究会
には専門医などのシステムが存在しないため
，前述のインセンティブの付与は難しい．今
後は悉皆性を高めるための方策について検討
が必要と考える． 
 具体的には NCD との連携によるがん登録の

研究要旨（大腸癌臨床データベースの現状と将来） 
 大腸癌全国登録は，大腸癌研究会が主体となり1974年治療例より登録が開始
されている．これまで10万例以上が登録されており，大腸癌取扱い規約ならび
に大腸癌治療ガイドラインの改訂に際し，重要な役割を果たしてきた．一方で，
様々な問題点も指摘されている．本研究では，大腸癌全国登録における現況を
把握するとともに，問題点の確認を行った． 
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推進等が考えられ，次年度以降の検討課題で
ある． 
 また，全国がん登録からの予後情報取得可
能性についても，今後の臓器がん登録を考え
る上で重要な課題と考える． 
 
Ｅ．結論 
大腸癌全国登録は十分な情報粒度を担保
しつつ，大腸癌取扱い規約の改訂や大腸癌治
療ガイドラインの改訂にも利用されること
で，大腸癌診療の進歩ならびに国民の健康に
貢献していることが明らかとなった．一方，
悉皆性という問題点も浮き彫りとなった．次
年度以降，問題点に対する対処法を明らかに
する必要がある． 
 
Ｆ．健康危険情報  
  特になし 
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Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 
   (予定を含む) 
 
1. 特許取得 
 なし 
2. 実用新案登録 
  なし 
3.その他 
  なし 
 


